
1212月定例会月定例会

第第１44１44号号
令和4年（2022年）2月１日令和4年（2022年）2月１日

○第230回定例会
○議案審議
○一般質問

鎌
倉
武
士
と
い
え
ば
騎
馬

滑
川
は
今
も
馬
に
適
し
た
地
で
す
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議案番号

上程された議案と結果及び議員の賛否一覧
○は賛成  　×は反対  　△は保留・欠席

（議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します）

議席番号 １ 2 3 5 6 7 9 10 11 12 13 14 議
長

結果

宮
島　

一
夫

高
坂　

清
二

松
本　

幾
雄

上
野　

葉
月

井
上
奈
保
子

紫
藤　
　

明

北
堀　

一
廣

上
野　
　

廣

菅
間　

孝
夫

内
田　

敏
雄

吉
野　

正
浩

阿
部　

弘
明

瀬
上　

邦
久

条例

議案第83号 滑川町町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制
定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第84号 滑川町一般職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 賛成多数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ―

議案第85号
滑川町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の
提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について

賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第86号 滑川町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第87号 滑川町職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改
正する条例の制定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第88号 滑川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第89号 滑川町下水道条例の一部を改正する条例の制定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第90号 滑川町浄化槽事業条例の一部を改正する条例の制定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第91号 滑川町都市計画法に基づく開発許可等の基準に関する条例の一
部を改正する条例の制定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

発議第４号 滑川町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

予算

議案第92号 令和３年度滑川町一般会計補正予算（第５号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第93号 令和３年度滑川町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）の
議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第94号 令和３年度滑川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第95号 令和３年度滑川町水道事業会計補正予算（第３号）の議定につ
いて 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

その他

議案第96号 町道路線の認定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

諮問第２号 滑川町人権擁護委員候補者の推薦について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

第230回滑川町議会12月定例会

　第230回定例会は、11月29日から12月６日までの８日間の会期日程で開催され、16議案が審議され、原案　第230回定例会は、11月29日から12月６日までの８日間の会期日程で開催され、16議案が審議され、原案
通り可決されました。一般質問では４人の議員が町の施策や考えを質しました。通り可決されました。一般質問では４人の議員が町の施策や考えを質しました。
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議

案

第

85

号

個
人
情
報
保
護
の
提
供
拒

否
す
る
権
利
を
保
護
し
て

Q
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
預
金
口
座

や
健
康
保
険
な
ど
が
紐
づ
け
さ
れ

て
い
く
が
そ
う
し
た
情
報
を
町
で

持
つ
こ
と
に
な
る
。
紛
失
や
漏
洩

事
故
が
度
々
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
庁

が
で
き
そ
の
指
示
で
情
報
の
提
供

が
予
測
さ
れ
る
が
、
個
人
か
ら
情

報
提
供
を
拒
否
し
た
場
合
、
町
と

し
て
の
情
報
提
供
は
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
い
い
の
か
。
個
人
情

報
へ
の
責
任
は
だ
れ
が
持
っ
て
い

る
の
か
。
情
報
提
供
拒
否
へ
の
対

応
を
す
べ
き
だ
。

A
法
律
上
既
定
の
も
の
へ
の
提

出
は
拒
め
な
い
。
定
ま
っ
て
い
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
す
べ
て
任
意

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
個
人
の
意

見
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
と
考
え

る
。

要望 

保
護
は
町
の
義
務
。
町
の
保

護
条
例
の
確
立
を
お
願
い
し
た
い
。

議

案

第

87

号

非
常
勤
職
員
の
休
暇
制
度

Q
職
員
と
同
様
の
規
定
な
の
か
。

A
会
計
年
度
任
用
職
員
の
休
暇

は
基
本
的
に
は
一
般
的
職
員
と
同

様
と
の
考
え
。
会
計
年
度
任
用
職

員
に
つ
い
て
は
週
に
何
日
、
１
日

議

案

第

84

号

職
員
や
非
常
勤
の
期
末
手
当

の
マ
イ
ナ
ス
改
定
に
反
対

Q
10
月
１
日
か
ら
埼
玉
県
最
低

賃
金
が
引
き
上
が
っ
て
い
る
。
最

低
賃
金
を
下
回
る
職
員
は
い
な
い

か
。A会

計
年
度
任
用
職
員
で
最
低

賃
金
を
下
回
っ
て
し
ま
う
方
が
い

る
。
給
与
表
の
中
で
引
き
上
げ
る

と
い
う
対
策
を
講
じ
る
予
定
。

Q
人
事
院
勧
告
制
度
は
労
働
基

本
権
の
代
償
措
置
だ
。
一
方
的
な

不
利
益
変
更
は
お
か
し
い
。
今
回

の
勧
告
で
非
常
勤
と
一
般
職
員
と

の
格
差
是
正
・
処
遇
改
善
を
行
う

と
し
て
い
る
。
県
職
員
や
他
の
自

治
体
で
は
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
引
き
下
げ
を
保
留
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
職
員
は
大
変
な

仕
事
を
担
っ
て
き
た
。
頑
張
っ
て

い
る
の
に
給
与
が
下
が
っ
て
し
ま

う
、
せ
め
て
非
常
勤
職
員
に
つ
い

て
は
検
討
を
。

A
組
合
と
も
合
意
の
協
定
を
結

ん
で
い
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

議

案

第

92

号

固
定
資
産
税
の
滞
納
繰
越

分
の
補
正
に
つ
い
て

Q
固
定
資
産
税
の
滞
納
繰
越
分

５
０
０
万
円
減
額
補
正
の
内
訳
は
。

A
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
る
徴
収
猶
予
の
特
例
分
が

令
和
２
年
度
に
見
込
み
よ
り
多
く

納
入
さ
れ
た
た
め
、
令
和
３
年
度

当
初
予
算
を
減
額
補
正
す
る
も
の

で
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
改
修

業
務
委
託
導
入
に
つ
い
て

担
当
す
る
部
署
が
必
要

Q
各
課
・
局
か
ら
シ
ス
テ
ム
の

構
築
・
改
修
業
務
委
託
料
の
要
求

が
多
く
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
と
作
業
効
率
は
上
が
る
が
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
継
続
し
て

必
要
と
な
る
。
原
課
か
ら
の
要
求

に
対
し
て
、
そ
の
必
要
性
や
価
格

が
適
正
か
な
ど
の
判
断
を
す
る
部

署
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
各
課
・
局
で
の
シ
ス
テ
ム
の

構
築
や
改
修
に
つ
い
て
は
、
主
に

法
改
正
等
に
よ
る
も
の
が
多
い
。

発
注
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
手
続

き
を
経
て
、
入
札
・
見
積
合
わ
せ

を
行
っ
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
導
入

等
に
係
る
担
当
部
署
に
つ
い
て

は
、
提
案
を
受
け
る
。

何
時
間
と
い
う
こ
と
で
勤
務
時
間

が
違
う
。
勤
務
時
間
に
応
じ
た
休

暇
の
規
定
に
な
っ
て
い
る
。
育
休

な
ど
に
つ
い
て
は
無
休
に
な
っ
て

い
た
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に

つ
い
て
の
休
暇
は
人
事
院
勧
告
に

基
づ
き
、
１
月
・
４
月
・
12
月
に

改
訂
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

議

案

第

88

号

国
保
税
子
ど
も
の
均
等
割

り
負
担
が
半
額
に
…
全
額

免
除
を

Q
未
就
学
児
ま
で
と
い
う
根
拠

は
。A子

育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

軽
減
の
観
点
か
ら
。

Q
こ
れ
に
よ
る
国
保
財
政
に
与

え
る
影
響
は
。

A
対
象
の
世
帯
と
人
数
、
令
和

３
年
度
ベ
ー
ス
で
54
世
帯
74
人
。

約
97
万
３
０
０
０
円
。

Q
半
額
で
は
な
く
免
除
と
い
う

こ
と
な
ら
約
２
０
０
万
弱
だ
。
軽

減
措
置
に
つ
い
て
の
国
や
県
か
ら

の
補
助
は
ど
の
程
度
か
。

A
国
２
分
の
１
、県
４
分
の
１
、

町
４
分
の
１
。

要望 

軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
も
お
願
い
し
て
き
た
こ
と
で

大
賛
成
。
町
の
財
政
へ
の
影
響
も

そ
う
大
き
く
は
な
い
。
国
・
県
か

ら
も
補
助
が
あ
る
の
で
今
後
さ
ら

に
、
半
額
と
言
わ
ず
免
除
へ
。

議
案
審
議

議
案
審
議

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ

コ
ロ
ナ
禍
で
作
成
し
た
予

算
の
検
証
を

Q
１
億
円
増
額
補
正
に
至
っ
た

経
緯
は
。

A
原
因
は
①
納
税
義
務
者
が
増

え
た
こ
と
②
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

を
受
け
て
の
税
収
減
を
見
込
ん
で

い
た
が
個
人
町
民
税
は
そ
れ
ほ
ど

影
響
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
。

要望 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
か
な

り
見
込
ん
で
の
予
算
だ
っ
た
。
結

果
が
で
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
現
実

と
の
検
証
を
行
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
。寄

付
金
の
種
類

Q
今
年
は
例
年
よ
り
寄
付
金
が

多
く
約
３
０
０
万
円
あ
る
。
こ
れ

ら
の
位
置
づ
け
は
。

A
「
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
付
金
」

は
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
も
の
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
寄

付
金
」
は
去
年
か
ら
あ
る
。「
企

画
費
寄
付
金
」
は
今
回
の
寄
付
を

受
け
、
寄
付
者
の
要
望
を
聞
い
て

創
設
し
た
。

Q
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
付
金
積

立
金
の
使
途
は
。

A
具
体
的
に
は
決
ま
っ
て
お
ら

ず
、
今
後
協
議
す
る
。
基
金
残
高

は
２
１
５
万
円
。
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両
表
農
村
公
園
予
定
地
の

現
状
は

Q
５
３
７
万
円
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
進
捗
状
況
は
。

A
こ
の
場
所
の
使
用
を
サ
ッ

カ
ー
少
年
団
に
打
診
し
た
が
使
え

な
い
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

Q
サ
ッ
カ
ー
場
と
聞
い
て
い
た

が
、
用
途
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
か
。
今
現
在
の
有
力

な
用
途
は
。

A
こ
の
大
き
さ
の
ま
ま
使
用
す

る
こ
と
が
町
の
要
望
で
あ
り
、
そ

の
条
件
下
で
の
利
用
事
業
者
を
探

し
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

農
村
公
園
の
活
用
は

Q
サ
ッ
カ
ー
場
と
し
て
準
備
を

進
め
て
い
る
と
思
う
が
現
在
ど
の

よ
う
な
状
況
か
。

A
サ
ッ
カ
ー
場
と
し
て
は
不
向

き
な
た
め
、
現
在
ヘ
リ
テ
イ
ジ
と

調
整
し
て
い
る
。
ま
た
、
将
来
は

本
格
的
に
企
業
誘
致
を
考
え
て
い

る
。農

村
公
園
の
使
い
道
は
町

民
の
声
を
聞
い
て

Q
町
民
用
の
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と

な
る
の
だ
と
思
っ
て
い
た
が
。
経

過
の
説
明
を
。

A
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
と
の
話
で

今
回
は
遠
慮
し
た
い
と
の
こ
と
。

内
々
で
話
が
あ
り
、
ヘ
リ
テ
イ
ジ

と
現
在
協
議
中
。

Q
サ
ッ
カ
ー
場
と
し
て
使
わ
れ

る
も
の
と
思
っ
て
い
た
。
町
の
一

方
的
な
進
め
方
は
町
民
の
理
解
を

得
よ
う
と
い
う
話
で
は
な
い
。
検

討
し
な
お
し
て
ほ
し
い
。

A
将
来
的
に
工
場
用
地
に
し
た

い
と
い
う
案
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ま

で
の
期
間
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
問
題
の

代
替
え
と
し
て
農
村
公
園
を
サ
ッ

カ
ー
少
年
団
が
使
え
る
よ
う
に
整

備
し
た
。
ヘ
リ
テ
イ
ジ
か
ら
も
話

が
あ
り
、
今
話
を
詰
め
て
い
る
。

ま
と
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
議
員
の
皆

さ
ん
に
も
話
す
。

要望 

議
会
や
町
民
の
声
に
耳
を
傾

け
て
ほ
し
い
。

農
村
公
園
に
つ
い
て

要望 

両
表
・
大
木
地
区
土
地
改
良

組
合
を
組
織
し
、
該
当
す
る
こ
の

農
地
を
改
良
す
る
時
に
そ
こ
の
一

部
を
町
が
買
い
取
り
、
公
有
財
産

と
し
た
農
村
公
園
は
、
地
元
の
組

合
員
等
の
協
力
で
改
良
事
業
が
終

了
し
出
来
た
場
所
で
あ
る
。
町
は

こ
の
農
村
公
園
の
土
地
を
町
の

サ
ッ
カ
ー
少
年
団
へ
貸
し
出
す
こ

と
と
し
て
い
た
が
、
使
用
不
可
と

の
返
事
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
折

角
、
整
地
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
の

で
、
一
部
を
地
元
の
人
た
ち
の
運

動
や
遊
び
の
場
と
し
て
利
用
さ
せ

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
町
の
考
え

と
し
て
将
来
的
に
は
企
業
誘
致
用

地
と
し
て
利
用
し
て
い
き
た
い
と

の
話
も
出
て
い
た
の
で
、
現
在
の

様
々
な
条
件
が
な
く
な
っ
た
後
に

は
、
地
の
利
に
恵
ま
れ
て
い
る
滑

川
町
と
し
て
の
有
効
土
地
利
用
・

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を

お
願
い
し
た
い
。

宮
前
小
学
校
ク
ラ
ス
数
増

加Q
ク
ラ
ス
増
に
よ
る
整
備
の
詳

細
は
。

A
１
学
級
増
え
る
た
め
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
等
を
新
規
に
設
置
す

る
。Qど

の
教
室
を
用
途
替
え
す
る

の
か
。

A
少
人
数
指
導
の
教
室
を
転
用

す
る
。
宮
前
小
学
校
に
は
普
通
教

室
と
同
じ
仕
様
の
教
室
が
複
数
あ

り
、
転
用
後
は
、
そ
れ
ら
を
活
用

す
る
こ
と
で
少
人
数
指
導
の
対
応

は
可
能
で
あ
る
。

支
援
金
の
枠
を
広
げ
米
価

下
落
で
苦
し
む
農
家
支
援
を

Q
中
小
事
業
者
支
援
金
が
11
月

末
で
締
め
切
ら
れ
た
が
そ
の
状
況

に
つ
い
て
、
枠
を
広
げ
て
延
長
の

検
討
は
な
い
の
か
。

A
今
年
度
15
万
円
を
中
小
企
業

者
へ
渡
す
予
定
に
し
て
い
た
。
申

請
数
は
１
２
０
～
１
３
０
。
新
た

な
交
付
金
が
く
れ
ば
行
い
た
い
。

残
金
も
出
る
だ
ろ
う
か
ら
今
後
検

討
し
た
い
。

Q
月
の
比
較
で
売
上
が
20
％
減

と
い
う
の
は
農
家
に
当
て
は
め
る

の
は
難
し
い
。
農
家
が
利
用
で
き

る
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。
米
価
の

下
落
で
大
変
な
状
況
が
全
国
的
に

続
い
て
い
る
。こ
こ
へ
の
支
援
を
。

A
考
え
て
い
き
た
い
。
米
価
の

下
落
を
憂
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

課
内
庁
内
協
議
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

国
の
支
援
金
は
生
活
保
護

世
帯
に
支
給
さ
れ
る
の
か

Q
子
育
て
世
帯
支
援
金
に
つ
い

て
。
低
収
入
の
世
帯
に
つ
い
て
の

方
針
は
ま
だ
な
い
の
か
。。

A
国
・
県
か
ら
の
連
絡
は
ま
だ

来
て
い
な
い
。
詳
細
が
決
ま
り
次

第
対
応
す
る
。

要望 

生
活
保
護
の
方
か
ら
相
談
が

来
て
い
る
。
前
回
の
よ
う
に
一
律

な
ら
助
か
る
が
、
そ
れ
さ
え
わ
か

ら
な
い
と
い
う
の
は
困
る
。
早
く

知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

議

案

第

95

号

水
道
施
設
の
計
画
的
更
新
を

Q
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

A
老
朽
管
更
新
計
画
を
作
成
し

た
。
来
年
度
か
ら
実
施
計
画
に

沿
っ
て
古
い
管
か
ら
更
新
し
、
有

収
率
（
給
水
す
る
水
量
と
料
金
と

し
て
収
入
の
あ
っ
た
水
量
と
の
比

率
）
も
高
め
て
い
き
た
い
。

水
道
橋
の
崩
落
事
故
、
対

策
は

Q
和
歌
山
で
水
道
橋
崩
落
の
事

故
が
あ
っ
た
。
町
の
状
況
は
ど
う

か
。
崩
落
の
場
合
の
対
応
は
。

A
和
歌
山
の
事
故
を
受
け
、
町

内
４
か
所
を
調
査
し
た
。
目
視
上

は
さ
び
の
発
生
や
ボ
ル
ト
の
欠
落

な
ど
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
後

予
算
化
し
て
管
の
確
認
検
査
を
す

る
。
万
一
の
場
合
は
別
ル
ー
ト
か

ら
循
環
で
水
が
入
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
水
圧
が
弱
ま
る
と
し
て

も
断
水
に
は
至
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

水
道
混
濁
の
対
応
範
囲
は

Q
羽
尾
の
森
林
公
園
駅
北
口
近

く
で
消
火
栓
か
ら
水
が
大
量
に
噴

出
し
た
結
果
、水
道
水
が
混
濁
し
、

水
道
料
金
を
補
助
し
た
件
が
あ
っ

た
。対
象
世
帯
の
数
な
ど
詳
細
は
。

A
対
象
は
約
１
５
０
件
、
総
額

で
は
４
万
円
前
後
で
あ
っ
た
。
１

件
あ
た
り
３
０
０
円
前
後
で
あ

る
。
影
響
範
囲
で
は
、
森
林
公
園

駅
南
口
前
の
通
り
付
近
が
最
も
遠

い
エ
リ
ア
で
あ
っ
た
。
道
路
上
の

泥
吐
き
管
等
か
ら
水
を
排
出
す
る

処
置
を
行
っ
た
が
解
消
に
は
時
間

が
か
か
っ
た
。
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期
日　
令
和
３
年
10
月
14
日

場
所　

�

ぶ
ん
や
ま
の
里
、
谷
津

の
里
、
菅
田
の
里
、
中

尾
の
里

目
的　

�

観
光
農
園
事
業
・
農
村
景

観
整
備
事
業
、
里
づ
く
り

復
元
・
整
備
事
業
の
取
り

組
み
状
況
を
視
察

①　
ぶ
ん
や
ま
の
里
…
耕
作
放
棄

で
あ
っ
た
農
地
を
、
武
州
こ
ろ
柿

の
生
産
圃
場
と
し
て
復
元
・
整
備

②　
谷
津
の
里
…
市
民
農
園
を
中

心
と
し
た
周
辺
管
理
（
交
流
広

場
、
散
歩
路
、
区
域
内
山
林
等
）

収
穫
体
験
、
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
実
施

③　
菅
田
の
里
…
耕
作
放
棄
地
を

町
の
推
奨
作
物
ぽ
ろ
た
ん
栗
の
生

期
日　

�

令
和
３
年
11
月
18
日

場
所　

�

和
泉
地
内　
三
門
館
跡
、

泉
福
寺
木
造
阿
弥
陀
如

来
坐
像

目
的　

�

大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の

13
人
」
比
企
市
町
村
推
進

協
議
会
の
事
業
進
捗
状
況

と
和
泉
地
区
三
門
館
跡
周

辺
等
視
察

　
本
町
和
泉
の
三
門
館
跡
に
は
、

鎌
倉
幕
府
初
代
将
軍
源
頼
朝
の
乳

母
比
企
尼
が
住
ん
で
い
た
と
さ
れ

て
い
る
。
比
企
氏
は
幕
府
で
有
力

御
家
人
で
あ
っ
た
が
、
北
条
氏
に

滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
う
。
大
河
ド
ラ

マ
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
比
企
一
族
が
登
場
し
描
か
れ
る

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
契
機
と
し

て
比
企
地
域
の
魅
力
発
信
事
業
を

行
う
と
し
、
９
市
町
村
で
協
議
会

滑川町議会では、毎年２月に１年間の活動報告と意見交換を目的とした議会報告
会を開催しております。しかしながら昨年に引き続き本年度も新型コロナウイル
ス感染拡大防止の観点から中止することになりました。

令和３年度 議会報告会中止のお知らせ

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会

産
圃
場
と
し
て
整
備

④　
中
尾
の
里
…
耕
作
放
棄
地
を

町
の
推
奨
作
物
ぽ
ろ
た
ん
、
み
か

ん
、
柿
の
実
験
農
場
と
し
て
整
備

①ぶんやまの里

②谷津の里 ③菅田の里

④中尾の里

を
発
足
し
た
。
本
委
員
会
で
は
、

事
業
の
進
捗
状
況
と
三
門
館
跡
周

辺
を
視
察
し
た
。

木造阿弥陀如来坐像と両脇侍立像
八幡山泉福寺の本尊 国指定重要文化財

平安時代後期を代表する仏師定朝の流れをくむ
ものと言われている
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期
日　

�
令
和
３
年
10
月
27
日

目
的　

�

今
回
の
視
察
は
、
町
内
の
障
害

者
福
祉
施
設
の
実
態
を
把
握
し

ご
意
見
を
聴
取
し
町
政
に
反
映

す
る
目
的
で
実
施
し
た
。

場
所　

�

社
会
福
祉
法
人　
滑
川
珠
美
園

　
珠
美
園
は
「
自
立
し
た
日
常
生
活
を

営
む
こ
と
」
等
を
基
本
方
針
に
昭
和
５

年
に
定
員
48
名
で
設
立
さ
れ
、
そ
の
後

建
物
を
増
築
し
定
員
56
名
に
な
っ
て
い

る
。

　
昨
年
４
月
に
は
建
物
や
設
備
の
老
朽

化
に
伴
い
敷
地
を
拡
張
し
て
新
築
し
、

近
代
的
設
備
も
整
え
た
清
潔
で
綺
麗
な

施
設
と
な
り
定
員
も
56
名
の
他
に
短
期

の
方
２
名
が
利
用
出
来
る
よ
う
に
な

り
、
満
室
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

居
住
す
る
個
室
は
６
畳
間
位
で
10

代
～
80
代
の
方
、
入
所
し
て
数
十
年
の

方
も
多
く
平
均
で
も
60
歳
代
で
、
こ
こ

も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
一
日
の
活
動
は
、
起
床
・
朝
食
で
始

ま
り
、
園
外
活
動
で
は
花
や
野
菜
作

り
、
陶
芸
・
各
種
の
訓
練
も
あ
る
。
他

に
グ
ル
ー
プ
で
の
ゲ
ー
ム
や
お
絵
描
き

な
ど
消
灯
ま
で
日
常
生
活
を
楽
し
み
、

体
力
・
知
力
の
向
上
を
目
指
し
頑
張
っ

て
い
る
。

場
所　

�

社
会
福
祉
法
人　
オ
ル
オ
ル

　
　
　

�

生
活
介
護
事
業
所　
た
け
の
こ

　
　
　

�

　
「
た
け
の
こ
」
は
心
身
に
障
害
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
が
学
校
卒
業
後
の
地
域

の
中
に
働
く
場
・
生
活
の
場
を
目
的
と

し
た
施
設
で
、
平
成
８
年
に
設
立
さ
れ

た
。

　
今
ま
で
役
場
敷
地
内
の
旧
タ
ナ
ゴ
館

を
利
用
し
て
い
た
が
新
た
に
建
物
を
新

築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
場
か
ら
埋

蔵
文
化
財
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
建
設
に

先
立
っ
て
し
ば
ら
く
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、
宮
前
小
学
校
児
童
も
発
掘
に
参
加

し
た
。

　
昨
年
４
月
、
見
晴
ら
し
の
良
い
高
台

に
建
物
が
完
成
し
素
晴
ら
し
く
綺
麗
な

事
業
所
と
な
っ
て
い
る
。

　
定
員
は
30
名
で
近
隣
の
６
市
町
の
10

代
～
70
代
22
名
の
方
が
利
用
し
職
員
10

名
で
送
迎
も
行
っ
て
い
る
。

　
日
課
は
朝
の
送
迎
か
ら
始
ま
り
木
工

製
品
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
、
森
林

公
園
中
央
口
・
西
口
売
店
や
農
産
物
直

売
所
で
、
ま
た
色
々
な
祭
り
で
も
販
売

を
し
て
い
ま
す
。

　
他
に
は
、
近
隣
の
清
掃
活
動
や
ら
音

楽
活
動
・
創
作
活
動
を
行
う
ほ
か
季
節

の
行
事
も
行
い
、
設
立
目
的
に
沿
い
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
に
合
わ
せ
た
日
課
を
過

ご
し
て
い
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

新しくなった滑川珠美園

新設された「オルオル」「たけのこ」ビーズ作りの作業風景

居室ごとのグループで活動
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※一般質問
　議員が町の行財政にわたる執行状況や将来への方針等につ
いて所信を聞き、報告や説明を求め、疑問点を問い質すこと。

　12月定例会では4人の議員による一般質問
が行われ、調整全般について活発に議論さ
れました。

小
川
地
区
衛
生
組
合

小
川
地
区
衛
生
組
合  

定
例
議
会
報
告

定
例
議
会
報
告

令
和
３
年
11
月
24
日
開
催

　
今
回
小
川
地
区
衛
生
組
合
の
議

長
・
副
議
長
の
退
任
に
伴
い
、
新

た
に
推
薦
に
よ
り
議
長
と
副
議
長

の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
長
に
小
川
町
の
山
口
勝

士
氏
、
副
議
長
に
嵐
山
町
の
森
一

人
氏
が
当
選
い
た
し
ま
し
た
。

審
議
議
案

１　
小
川
地
区
衛
生
組
合
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及

び
小
川
地
区
衛
生
組
合
会
計
年
度

任
用
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
勧
告
及

び
埼
玉
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準

じ
て
の
通
り
、
給
与
の
一
部
を
減

額
す
る
こ
と
が
全
員
の
賛
成
に
よ

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

２　
令
和
３
年
度
小
川
地
区
衛
生

組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て
は
、
収
支
の
一
部

に
変
更
は
あ
る
も
の
の
歳
入
歳
出

予
算
に
変
わ
り
な
く
全
員
の
賛
成

に
よ
り
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
な
お
、
議
会
終
了
後
令
和
４
年

４
月
か
ら
小
川
地
区
衛
生
組
合
の

業
務
の
一
部
を
委
託
す
る
、
寄
居

町
所
在
オ
リ
ッ
ク
ス
資
源
循
環
株

式
会
社
を
視
察
し
た
と
こ
ろ
、
新

社
屋
の
一
部
の
設
備
が
未
完
成
で

あ
っ
た
も
の
の
順
調
に
業
務
が
稼

働
を
始
め
て
い
ま
し
た
。

１　吉野　正浩　▶P.8
　◦�観光の振興等について

　◦�道路整備について

２　内田　敏雄　▶P.9
　◦�2025年問題について

　◦�浄化槽設置事業の進捗について

３　阿部　弘明　▶P.10
　◦�滑川中学校の体育着変更について

　◦�就学援助制度の入学前支給を

　◦�納税者の実情を踏まえて滞納処分を、中小企

業支援について

　◦�オスプレイの飛行に事前通知を求める

　◦�気候非常事態宣言について

４　上野　葉月　▶P.11
　◦�学校給食について　

　◦�新型コロナワクチンについて

一般質問
ここがここが
聞きたい聞きたい

町町政政をを問問うう

訂正とお詫び訂正とお詫び
※なめがわ議会だより第141号、２頁中の第226
回滑川町議会３月定例会表内の一部を下記のとお
り訂正します。関係各位には深くお詫び申し上げ
ます。

議案第30～44号 滑川町農業委員会の委員
の任命について 同意

議案第30号 町道路線の認定 原案
可決

議案第31～44号 滑川町農業委員会の委員
の任命について 同意

誤）

正）
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比企地域９市町村で結成した推進協議会
及び町独自で魅力発信事業を推進する

大河ドラマ「鎌倉殿の13人」放映
を契機とした観光の振興策は問

答

問　
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿

の
13
人
」
が
放
映
さ
れ
、
比
企

地
域
に
ゆ
か
り
の
深
い
比
企
一

族
が
描
か
れ
る
。
特
に
滑
川
町

は
、
鎌
倉
幕
府
初
代
将
軍
源
頼

朝
の
乳
母
比
企
尼
が
和
泉
の
三

門
館
跡
に
住
ん
で
い
た
と
さ
れ

て
い
る
。
大
河
ド
ラ
マ
を
千
載

一
隅
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
比
企

地
域
及
び
滑
川
町
の
魅
力
を
内

外
に
発
信
し
、
地
域
経
済
の
発

展
に
繋
げ
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。
比
企
地
域
９
市
町
村
で

結
成
し
た
推
進
協
議
会
及
び
町

独
自
の
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答　
９
市
町
村
で
結
成
し
た
推

進
協
議
会
で
は
、
各
自
治
体
か
ら

の
負
担
金
と
埼
玉
県
ふ
る
さ
と
創

造
資
金
補
助
金
に
よ
り
、
地
域
活

性
化
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
誘
客
宣
伝
事
業
と
し

て
、
比
企
の
史
跡
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
、
ポ
ス
タ
ー
、
の
ぼ
り
旗
の
作

成
等
で
既
に
完
了
し
、
比
企
市
町

村
広
報
リ
レ
ー
は
毎
月
実
施
中
。

地
域
振
興
事
業
と
し
て
は
、
自
治

体
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ー
ル
作
成
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
ラ

リ
ー
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

町
独
自
の
事
業
と
し
て
は
、
和
泉

の
三
門
館
跡
周
辺
の
整
備
と
森
林

公
園
駅
北
口
に
比
企
尼
を
題
材
と

し
た
誘
客
宣
伝
看
板
の
設
置
を
す

る
。

泉福寺から和泉三門館跡周辺を望む

幹線町道228号線
普通車のすれ違いが
いっぱいの幅員

吉吉
よしよし

野野
のの

  正正
まさひろまさひろ

浩浩  議員議員

問　
和
泉
の
三
門
館
跡
周
辺

に
お
け
る
観
光
拠
点
整
備
の
計

画
は
あ
る
か
。

答　
町
単
独
事
業
と
し
て
、
埼
玉

県
ふ
る
さ
と
創
造
資
金
補
助
金
を

活
用
し
、
館
跡
周
辺
に
案
内
板
の

設
置
を
１
月
末
ま
で
に
行
う
。
ま

た
、
の
ぼ
り
旗
、
懸
垂
幕
、
横
断

幕
を
作
成
し
、
跡
地
周
辺
及
び
町

内
に
広
く
周
知
す
る
。
宣
伝
チ
ラ

シ
に
は
、
町
内
で
生
産
さ
れ
た
谷

津
田
米
の
紹
介
を
行
う
。
ハ
ー
ド

面
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
跡
地
が

民
地
で
あ
る
た
め
、
今
後
地
元
の

要
望
等
を
聴
い
た
中
で
、
検
討
し

て
い
く
。

要望 

和
泉
三
門
館
跡
周
辺
へ
の
行

楽
客
用
駐
車
場
等
の
整
備
が
必

要
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

問　
県
道
と
き
が
わ
熊
谷
線

の
橋
梁
部
分
の
片
側
歩
道
に
つ

い
て
は
、
滑
川
に
架
か
る
大
木

橋
は
計
画
が
決
定
し
た
そ
う
だ

が
、
市
野
川
に
架
か
る
上
市
野

川
橋
の
片
側
歩
道
と
そ
の
先
の

歩
道
整
備
は
。

答　
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
か

ら
の
回
答
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
片

側
歩
道
整
備
及
び
嵐
山
町
部
分
の

歩
道
整
備
の
計
画
は
な
い
と
の
こ

と
。

要望 

中
学
生
の
通
学
路
に
も
な
っ

て
い
る
の
で
、
町
か
ら
整
備
の
要

望
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
町
道
２
５
３
号
線
（
通

称　
羽
水
道
路
）
の
一
部
が
未

整
備
と
な
っ
て
い
る
。
一
部
買

収
も
済
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、

現
況
を
伺
う
。

答　
道
路
の
拡
幅
部
分
の
用
地
が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
。

問　
町
道
２
２
８
号
線
（
羽

水
道
路
か
ら
嵐
山
町
へ
ぬ
け
る

道
路
）
は
、
幅
員
が
狭
い
う
え

大
型
車
通
行
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
町
の
整
備
計
画
は
。

答　
町
単
独
の
整
備
と
な
る
と
用

地
の
確
保
や
費
用
等
で
む
ず
か
し

い
。

　
町
と
し
て
は
、
こ
の
地
域
に
以

前
か
ら
圃
場
整
備
の
話
が
あ
り
、

こ
の
事
業
と
一
体
と
な
っ
て
道
路

整
備
を
図
る
こ
と
が
有
効
と
考
え

て
い
る
。
町
と
し
て
は
今
の
と
こ

ろ
計
画
は
な
い
が
、
圃
場
整
備
の

動
向
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。
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地域包括支援システムを中心として
各種サポート体制に案内する

2025年問題について
高齢者への支援は問

答

問　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
と
な
る
た
め

社
会
保
障
費
の
負
担
増
加
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
町
と
し
て
将

来
の
状
況
を
見
据
え
て
高
齢
者

の
支
援
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

答　
高
齢
者
の
生
活
環
境
維
持

の
支
援
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
基
軸
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

単
身
高
齢
者
世
帯
、
認
知
症
高
齢

者
世
帯
等
徐
々
に
体
が
弱
っ
て
訪

問
系
サ
ー
ビ
ス
や
入
所
系
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
は
、
健

康
福
祉
課
内
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
を
い
た
だ
き
、

個
別
の
状
態
に
応
じ
て
各
種
支
援

事
業
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
へ
と
案
内

し
て
い
る
。
例
え
ば
社
会
福
祉
協

議
会
の
支
え
あ
い
サ
ー
ビ
ス
、
見

守
り
訪
問
サ
ー
ビ
ス
、
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
の
設
置
な
ど
の
案
内

や
、
常
時
介
護
が
必
要
な
場
合
に

は
介
護
保
険
申
請
支
援
を
し
て
い

る
。
一
方
で
健
常
か
ら
要
介
護
へ

の
移
行
の
段
階
で
あ
る
フ
レ
イ
ル

時
期
に
適
切
な
支
援
を
受
け
る
こ

と
で
健
常
な
状
態
に
戻
る
こ
と
も

で
き
る
と
言
わ
れ
、
第
三
次
滑
川

町
健
康
づ
く
り
行
動
計
画
を
策
定

し
て
健
康
づ
く
り
事
業
、
介
護
予

防
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
例

え
ば
保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
、

運
動
機
能
の
向
上
、
仲
間
と
の
交

流
で
閉
じ
こ
も
り
の
防
止
等
「
み

ん
な
が
健
康
で
長
寿
の
町
」
を
基

本
理
念
に
生
き
が
い
の
あ
る
豊
か

な
人
生
を
よ
り
長
く
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
各
種
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
町
で
は
民
生
児
童

委
員
協
議
会
、
区
長
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
等
様
々
な
構
成
員
の

方
々
や
消
防
、
警
察
、
自
治
会
ま

た
医
師
会
な
ど
多
職
種
の
方
々
と

も
連
携
し
て
見
守
り
や
生
活
支
援

に
つ
い
て
医
療
、
看
護
、
介
護
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
切
れ
目
の
な
い

浄
化
槽
設
置
事
業
の
進

捗
状
況
は

問　
滑
川
町
で
は
、
循
環
型

社
会
形
成
推
進
交
付
金
事
業
を

推
進
し
て
き
た
。
浄
化
槽
設
置

事
業
経
営
戦
略
に
よ
れ
ば
年
間

10
基
程
度
の
設
置
と
な
っ
て
い

る
が
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答　
整
備
区
域
内
の
世
帯
数
は

１
０
０
７
世
帯
、
対
象
人
口
は

４
０
２
０
人
と
な
っ
て
い
る
。
当

該
区
域
に
お
け
る
公
設
浄
化
槽
の

設
置
が
１
６
６
基
で
１
０
０
７
基

中
16
・
４
％
の
普
及
率
と
な
っ
て

い
る
。
水
洗
化
率
は
１
０
０
７
基

中
の
６
３
１
基
で
62
・
６
％
で
あ

る
。
浄
化
槽
設
置
に
あ
た
っ
て
公

費
補
助
が
あ
る
も
の
の
一
部
は
自

己
負
担
で
あ
る
た
め
、
実
用
上
不

便
を
感
じ
る
こ
と
な
く
使
用
で
き

る
こ
と
な
ど
か
ら
消
極
的
な
世
帯

も
あ
る
。
水
洗
化
に
よ
る
環
境
保

全
の
周
知
に
努
め
、
国
・
県
の
補

助
金
を
最
大
限
活
用
し
て
公
設
浄

化
槽
の
普
及
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

内内
う ち だう ち だ

田田  敏敏
と し おと し お

雄雄  議員議員

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
る
。

現
在
、
高
齢
化
と
そ
れ
に
伴
う
疾

病
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
医
療

ニ
ー
ズ
の
高
い
方
の
在
宅
医
療
と

介
護
の
一
体
的
支
援
と
、
さ
ら
に

は
そ
れ
を
支
え
る
家
族
を
支
援
す

る
体
制
の
構
築
に
係
る
方
策
も
検

討
し
て
い
る
。

区分 単位 全国 埼玉県 滑川町

総人口
（男女別）

総数 （人） 126,146,099 7,344,765 19,732
男 （人） 61,349,581 3,652,169 10,070
女 （人） 64,796,518 3,692,596 9,662

2015年（平成27年）
の人口（組替） （人） 127,094,745 7,266,534 18,212

5年間の人口増減数 （人） -948,646 78,231 1,520
5年間の人口増減率 （％） -0.7 1.1 8.3

平均年齢 （歳） 47.6 46.8 44.0
年齢中位数 （歳） 48.5 47.7 44.7

年齢別人口
（男女「総数」）

15歳未満 （人） 15,031,602 872,859 3,063
15～64歳 （人） 75,087,865 4,488,130 12,043
65歳以上 （人） 36,026,632 1,983,776 4,626

年齢別人口
（男）

15歳未満 （人） 7,700,036 446,651 1,559
15～64歳 （人） 38,008,577 2,310,824 6,336
65歳以上 （人） 15,640,968 894,694 2,175

人口構成比
［年齢別］(男）

15歳未満 （％） 12.6 12.2 15.5
15～64歳 （％） 62.0 63.3 62.9
65歳以上 （％） 25.5 24.5 21.6

年齢別人口
（女）

15歳未満 （人） 7,331,566 426,208 1,504
15～64歳 （人） 37,079,288 2,177,306 5,707
65歳以上 （人） 20,385,664 1,089,082 2,451

人口構成比
［年齢別］(女）

15歳未満 （％） 11.3 11.5 15.6
15～64歳 （％） 57.2 59.0 59.1
65歳以上 （％） 31.5 29.5 25.4

国籍
日本人 （人） 123,398,962 7,159,087 19,222
外国人 （人） 2,747,137 185,678 510

世帯

一般
又は
施設等

総世帯 （世帯） 55,830,154 3,162,743 7,650
一般世帯 （世帯） 55,704,949 3,157,627 7,640

施設等の世帯 （世帯） 125,205 5,116 10
2015年（平成27年）の
世帯数（組替） （世帯） 53,448,685 2,971,659 6,785

世帯
区分

一般
世帯

（世帯） 55,704,949 3,157,627 7,640
うち単独世帯（世帯） 21,151,042 1,072,139 2,212
うち65歳以上
の単独世帯 （世帯） 6,716,806 332,963 632

2020年国勢調査確定値 総務省ホームページより抜粋　2021/12/10
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リユースを進め多様性を
培う機会とする

滑中の体育着のリユース
を推奨して問

答

体
育
着
を
リ
ユ
ー
ス
と

し
、
い
じ
め
差
別
対
策
を

問　
滑
川
中
学
校
が
体
育
着
を

来
年
度
か
ら
変
更
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
多
く
の
生
徒
が
「
お

古
」
を
リ
ユ
ー
ス
し
て
い
る
現

状
か
ら
、
保
護
者
の
経
済
負
担

が
重
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
し
て
い
る
。
町
は
持
続
可

能
な
社
会
を
め
ざ
し
学
校
と
共

に
環
境
教
育
に
も
つ
な
が
る
リ

ユ
ー
ス
の
推
奨
を
図
る
べ
き

だ
。
ま
た
、
差
別
や
い
じ
め
へ

の
対
策
も
必
要
だ
。

就
学
援
助
制
度
の
入
学

前
支
給
を

問　
就
学
援
助
制
度
の
入
学

前
支
給
は
比
企
郡
内
で
は
滑
川

町
以
外
は
全
て
で
実
施
し
、
県

で
も
95
％
以
上
が
実
施
し
て
い

る
。
町
で
も
入
学
前
支
給
を
導

入
す
べ
き
だ
。

答　
町
で
は
早
く
か
ら
「
滑
川
町

教
育
支
援
金
貸
付
制
度
」
を
開
設

し
て
い
た
た
め
現
在
は
導
入
し
て

い
な
い
。
今
後
、
検
討
す
る
。

税
の
滞
納
処
分
は
納
税

者
の
実
態
つ
か
ん
で

問　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
税
金

を
滞
納
せ
ざ
る
を
得
な
い
方
も

増
え
る
と
思
わ
れ
る
。
町
は
滞

納
処
分
に
当
た
っ
て
は
納
税
者

の
事
情
を
把
握
し
慎
重
に
行
う

こ
と
が
必
要
だ
。
ま
た
、
中
小

業
者
へ
の
支
援
の
た
め
「
中
小

企
業
振
興
条
例
」
の
策
定
や
町

の
「
企
業
誘
致
奨
励
金
」
の
改

定
が
必
要
だ
。

答　
地
方
税
法
に
則
っ
て
滞
納

処
分
を
行
っ
て
い
る
。
生
活
が

困
窮
し
て
い
る
人
は
連
絡
を
も

ら
え
れ
ば
相
談
が
で
き
る
。

　

埼
玉
県
で
中
小
企
業
振
興
条

例
が
制
定
さ
れ
て
お
り
近
隣
自

答　
リ
ユ
ー
ス
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で

は
地
球
規
模
の
課
題
。
体
育
着
の

変
更
と
い
う
身
近
な
課
題
を
き
っ

か
け
に
リ
ユ
ー
ス
の
意
義
を
学
び

実
践
す
る
こ
と
は
、
持
続
可
能
な

社
会
の
担
い
手
の
育
成
に
繋
が

る
。
新
１
年
生
の
保
護
者
に
体
育

着
の
変
更
を
知
ら
せ
る
中
で
、
リ

ユ
ー
ス
に
も
言
及
し
て
い
る
。
体

育
着
の
変
更
に
伴
い
、
新
し
い
も

の
と
現
行
の
も
の
が
入
り
混
じ
る

こ
と
、
決
し
て
い
じ
め
や
差
別
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
併
せ

て
指
導
し
て
い
く
。
多
様
性
を
培

う
良
い
機
会
と
し
て
と
ら
え
指
導

し
て
い
く
。

阿阿
あ べあ べ

部部  弘弘
ひろあきひろあき

明明  議員議員

治
体
の
動
向
も
踏
ま
え
考
え
て

い
き
た
い
。
企
業
誘
致
条
例
の

一
部
改
定
か
新
た
な
条
例
化
を

目
指
す
か
検
討
し
て
い
る
。

危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
の

飛
行
中
止
求
め
て

 

問　
町
で
も
オ
ス
プ
レ
イ
の

飛
行
が
た
び
た
び
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
事
故
率
が
３
年

連
続
で
増
加
し
て
い
る
。
町
は

町
上
空
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行

を
や
め
る
よ
う
求
め
る
と
と
も

に
、
飛
行
の
情
報
を
町
民
に
事

前
に
知
ら
せ
る
べ
き
だ
。

答　
町
は
埼
玉
県
基
地
対
策
協
議

会
等
の
動
向
を
注
視
し
情
報
の
収

集
に
努
め
て
い
く
。

「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」を

問　
気
候
変
動
の
影
響
が
顕

著
化
し
て
い
る
。
町
で
「
気
候

非
常
事
態
宣
言
」
を
発
出
し
住

民
と
と
も
に
気
候
危
機
へ
の
対

策
を
前
に
進
め
る
べ
き
だ
。

答　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
を
気

候
異
常
事
態
宣
言
も
合
わ
せ
た
形

で
の
検
討
を
考
え
て
い
く
。

比企郡の各市町が実施している中学入学前準備金について

滑川町 東松山市 嵐山町 小川町 吉見町 川島町 ときがわ町

名
称
滑川町教
育支援金
貸付制度

就学援助
入学前
支給

就学援助
入学前
支給

就学援助
入学前
支給

就学援助
入学前
支給

就学援助
入学前
支給

就学援助
入学前
支給

申
請 必要 必要 必要 不要 不要 不要 必要

支
給
額
70,000円

就学援助
費の7月
支給額

60,000円 60,000円 60,000円 60,000円 60,000円

備
考

貸し付け
受けた翌
月から１
年以内に
返済
年度途中
の転入で
も借入可

自動振込 領収書
が必要 自動振込

※小学校６年生時点での就学援助対象者が受給希望をした場合
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財源確保が難しく
全面委託方式を継続

町外へ全面委託する
給食体制の見直しを問

答

問　
谷
津
田
米
の
調
理
か
ら

提
供
ま
で
の
時
間
は
。

答　
埼
玉
県
学
校
給
食
パ
ン
・
米

飯
共
同
組
合
毛
呂
山
工
場
で
の
調

理
完
了
は
午
前
６
時
前
後
、
学
校

へ
の
納
品
は
８
時
前
後
。
組
合
が

委
託
し
た
運
送
会
社
に
よ
り
運
搬

さ
れ
る
。

要望 

食
べ
始
め
る
ま
で
に
４
時

間
以
上
あ
る
。
今
の
委
託
体
制
は

検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

問　
給
食
献
立
の
作
成
者
、

お
よ
び
全
面
委
託
方
式
を
採
用

し
続
け
る
理
由
は
。

答　
東
松
山
市
各
機
関
で
あ
り
、

作
成
段
階
の
町
の
関
与
は
な
い
。

　
施
設
建
設
と
運
営
に
多
額
の
費

用
を
要
し
財
源
確
保
が
困
難
。
全

面
委
託
方
式
を
継
続
す
る
。

要望 

県
下
で
も
滑
川
町
と
八
潮

市
以
外
の
市
町
村
は
、
そ
の
多
大

な
コ
ス
ト
を
引
き
受
け
て
給
食
提

供
を
行
っ
て
い
る
。
滑
川
町
も
検

討
を
お
願
い
し
た
い
。

給
食
提
供
数

問　
不
登
校
の
子
ど
も
の
数

と
給
食
の
取
り
扱
い
は
。

答　
小
学
校
７
名
、
中
学
校
12

名
。
給
食
提
供
数
に
入
っ
て
お

り
、
町
が
負
担
し
て
い
る
。

問　
長
期
欠
席
者
の
給
食
を
発

注
し
続
け
る
の
は
公
費
の
使
い

方
と
し
て
杜
撰
で
は
な
い
か
。

答　
保
護
者
に
は
尋
ね
ず
教
育

委
員
会
で
給
食
数
を
算
定
し
て
い

る
。
給
食
提
供
再
開
に
は
１
週
間

程
度
が
必
要
な
た
め
、
学
校
に
い

つ
来
て
も
い
い
よ
う
に
と
の
考
え

の
も
と
給
食
を
用
意
し
て
い
る
。

要望 

不
登
校
者
に
と
っ
て
学
校

に
い
つ
行
っ
て
も
い
い
状
態
と
い

う
の
は
心
理
的
負
担
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の

学
校
で
は
な
い
場
所
へ
移
行
し
て

い
く
人
た
ち
が
い
る
。
そ
の
人
た

ち
に
学
校
給
食
を
確
保
す
る
と
い

う
の
は
、
詭
弁
。
在
籍
者
数
で
は

な
く
食
べ
る
人
数
で
発
注
す
る
よ

う
是
正
し
て
ほ
し
い
。

問　
給
食
費
無
償
の
目
的
を
町

長
に
伺
う
。

答　
子
育
て
費
用
の
軽
減
は
目

的
の
ひ
と
つ
。
給
食
費
は
滞
納
者

が
多
い
。
児
童
生
徒
が
気
兼
ね
な

く
給
食
を
食
べ
、
子
ど
も
が
の
び

の
び
と
育
つ
環
境
を
つ
く
る
こ
と

が
大
き
な
目
的
で
あ
る
。

問　
不
登
校
の
子
は
無
償
の
恩

恵
を
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
存

在
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
。

答　
そ
の
存
在
は
知
ら
な
か
っ
た
。

解
消
を
す
る
話
を
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

問　
集
団
接
種
の
業
務
負
担

は
。

答　
今
年
度
は
保
険
セ
ン
タ
ー

職
員
を
正
規
職
員
2
名
・
会
計
年

度
職
員
２
名
を
増
員
し
た
。
業
務

全
体
の
負
担
増
は
あ
る
が
、
ワ
ク

チ
ン
業
務
自
体
よ
り
も
感
染
予
防

の
た
め
に
変
更
さ
れ
て
い
る
通
常

事
業
へ
の
影
響
が
大
き
い
。

上上
う え のう え の

野野  葉葉
は づ きは づ き

月月  議員議員

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
の
人

が
感
染
す
る
「
ブ
レ
ー
ク
ス

ル
ー
感
染
」を
ど
う
捉
え
る
か
。

答　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
・

抗
体
の
減
退
に
よ
り
発
生
す
る
。

ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て
い
れ
ば
、
重

症
化
率
が
大
変
低
く
、
死
亡
者
は

ほ
ぼ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

要望 

副
反
応
疑
い
死
亡
者
は

１
３
５
９
人
。
国
民
総
死
亡
者
数

は
増
加
。
コ
ロ
ナ
、
ワ
ク
チ
ン
対

策
は
検
証
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
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編
集
後
記

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿

の
13
人
」
の
放
映
が
今
年
の
１
月

か
ら
開
始
さ
れ
、
比
企
地
域
に
ゆ

か
り
の
深
い
比
企
一
族
が
登
場
し

て
い
ま
す
。
本
町
和
泉
の
三
門
館

跡
に
住
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
比
企

尼
は
、
源
氏
が
平
氏
に
敗
れ
、
源

頼
朝
が
流
人
と
な
っ
た
20
年
間
を

乳
母
と
し
て
物
心
両
面
で
支
え
続

け
ま
し
た
。
頼
朝
が
鎌
倉
幕
府
を

開
く
と
比
企
尼
の
養
子
の
比
企
能

員
が
重
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
頼
朝

亡
き
後
、
北
条
氏
と
対
立
し
、
比

企
氏
は
滅
亡
し
ま
し
た
。
歴
史
は

勝
者
が
書
き
残
し
た
も
の
で
、
敗

者
は
歴
史
の
中
で
忘
れ
去
ら
れ
る

も
の
で
す
。
こ
の
大
河
ド
ラ
マ
で

比
企
一
族
の
存
在
や
鎌
倉
幕
府
で

の
活
躍
な
ど
を
描
い
て
い
た
だ

き
、
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
寒
さ
が
続
き
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
ご
自
愛
の
う
え
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。
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９
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Ｆ
Ａ
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５
６
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委
員
長
の
ひ
と
言

　

皆
さ
ん
は
大
根
が
日
本
人

に
一
番
食
べ
ら
れ
て
い
る
野

菜
だ
と
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

ど
ん
な
調
理
方
法
に
も
合

い
、
消
化
の
良
い
大
根
は

高
級
野
菜
と
は
程
遠
い
で
す

が
、
手
に
届
く
「
普
通
」
だ

か
ら
こ
そ
の
魅
力
が
あ
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。

　

今
、
世
の
中
は
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
非
日
常
が
続
い
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ

そ
、「
普
通
」
を
大
切
に
す

る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

鎌
倉
武
士
と
い
え
ば
馬
。
比
企
に
力
の

あ
る
鎌
倉
武
士
が
多
く
居
た
の
は
、
こ
の

地
が
騎
馬
の
生
育
に
適
し
た
土
地
で
あ
っ

た
た
め
。
他
の
地
域
と
比
べ
、比
企
丘
陵
・

滑
川
町
に
は
馬
の
居
る
場
所
が
多
く
あ
り

ま
す
。
か
つ
て
は
森
林
公
園
駅
北
口
か
ら

森
林
公
園
南
口
へ
観
光
馬
車
が
走
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

鎌
倉
武
士
や
比
企
尼
が
生
き
た
の
は
遠

い
昔
の
こ
と
で
す
が
、
気
候
風
土
は
活
き

続
け
今
に
続
い
て
い
ま
す
。

＊
背
景
に
写
る
沼
は
谷や
つ
ざ
い
け
ぬ
ま

在
家
沼
。

＊
表
紙
写
真
は
、
谷
津
の
里
近
く
「
馬
と

暮
ら
し
学
舎
」の
ポ
コ
と
ふ
じ
お（
品
種
：

日
本
在
来
馬
）

表
紙
の
写
真
に
つ
い
て

次の定例会予定は
３月１日（火）～
議会の傍聴にお越しください
●議事録 ※6月頃に公開
　滑川町ホームページ→議会→会議録

●議会音声配信 ※議会当日夕方には配信
　�滑川町ホームページ→議会→
　議会音声インターネット配信（録音）→
　滑川町議会音声インターネット配信

議 会

本年もよろしくお願い申し上げます本年もよろしくお願い申し上げます
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